
小貝川ふれあい公園は、市民の憩いの場として整備されていま
す。約3.2ヘクタールの花畑では、特に５月中旬から下旬には美
しいポピー、10 月中旬にはコスモスのかわいらしい花々が訪れ
る人々を魅了します。
公園内にはネイチャーセンターがあり、地域の自然環境や生態
系について学ぶことができます。展示室では、小貝川に生息す
る魚やオオムラサキに関する展示があり、子どもから大人まで
楽しめます。
その他にも公園内には、子ども広場やパークゴルフ場、スポー
ツゾーン、さまざまな施設が整備されており、家族連れや友人
同士で楽しむことができます。また、バーベキュー場や自然観
察ゾーンもあり、自然と触れ合いながらリラックスした時間を過
ごすことができます。

多賀谷城跡公園は、15世紀半ば（寛正年間）に結城氏の重
臣であった多賀谷氏によって築城された多賀谷城（下妻城）
の本丸跡に位置しています。公園内には、多賀谷氏遺跡碑が
あり、歴史を感じることができるスポットです。また、遊具や
広場も整備されており、家族連れにも最適な場所となってい
ます。
緑豊かな環境に囲まれた公園では、散策やピクニックを楽し
むことができます。春の季節には公園周囲に美しい桜が咲き
誇る花見スポットとしても人気です。

「下妻」の名称は、平安時代に編纂され
た『和名類聚抄』における「常陸国新治
郡下真郷」が初見であり、また、現在の「下
妻」の表記となるのは『吾妻鏡』等の記
録から鎌倉時代初期以降であると考えら
れています。
15世紀後半になると結城氏麾下の多賀谷
氏が進出し下妻城を築城。戦国大名とし
て自立に足る地盤を築き６万石の領地を
得ましたが、慶長７（1602）年、佐竹氏の
移封に伴い秋田に移り多賀谷氏の下妻支
配は終わりをつげました。
江戸時代、慶長11（1606）年に徳川頼房（御
三家水戸藩の祖）が 10万石で下妻に入り
ますが、同14年に 水 戸へ 移り、正徳２

（1712）年、井上正長が就封し井上氏の下
で明治維新を迎えました。

下妻地区から望む筑波山は、
男体山と女体山の双峰が際
立っています。男体山は大
きく、丸みを帯びた力強い
印象を与え、一方の女体山
はなだらかで優雅な姿をし
ています。左の小さい峰は
坊主山です。

下妻駅からのウォーキングコースのルート上では、シモンちゃん
バスや路線バスを利用することができます。ウォーキングの途
中や帰り道で疲れた際には、ぜひご利用ください。

シモンちゃんバス
について

バスロケーション
システム

CAMARONNE（カマローネ）のピザをおすすめします。
薪窯で焼かれたピザはパリッとした食感が楽しめます。特
に、ブリアンゼッタと半熟卵がのったビスマルクは絶品で
す。ぜひ味わってみてください。

　下妻市内には常総線の駅が４駅「騰波ノ江駅」「大宝駅」「下妻駅」「宗道駅」
があります。今月号は下妻市の中心部である「下妻駅」の東口からのウォーキ
ングコースをご紹介します。
　多賀谷城跡公園や市役所、小貝川ふれあい公園を回るコースです。市街地か
ら小貝川方面へ景色の変化を楽しみながら、のんびりウォーキングを楽しんで
みませんか。

所在地：茨城県下妻市下妻乙363-2
開業：1913（大正２）年 11 月１日
乗降人員：1,758 人／日（2023年度）
周辺スポット（東口）：多賀谷城跡公園、小貝
川ふれあい公園

関東鉄道常総線の下妻駅は、下妻市の中
心部に位置し、市内で最も多くの乗降人員
を誇ります。特に朝夕の時間帯には、多く
の通勤者や通学生で賑わいます。また、
駅前からは路線バスやシモンちゃんバスが
運行されており、さらに自家用車利用者の
ためのパーク＆ライド施設も整備され、利
便性の高い交通拠点となっています。

下妻市役所の４階に位置する筑波山テラスは、下妻市内を一望
できる絶景スポットです。東側には雄大な筑波山が広がり、冬
の澄んだ空気の日には西方に富士山の姿も楽しめます。
この特別な場所では、展望ラウンジや交流スペースを活用し、
民間事業所や市民団体に向けたトライアルサウンディングを実施
中です（令和７年３月31日まで）。地域の皆様が集い、交流を深
める場として、ぜひご利用ください。
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CAMARONNE（カマローネ）　☎0296-49-9381
住  下妻戊 94-1　休  水曜日　
時  11：30～14：30、17：30～ 22：00 （21：00ラストオーダー）
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